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令和 8 年度関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会ぐんま大会 

大会テーマ【 建築の芽を育んべぇ 】 

 実施要領 

 

 

【大会概要】 

■主催 関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 

■共催 一般社団法人群馬建築士会 

■対象 関東甲信越建築士会ブロック会に所属する建築士 

■日程 令和 8 年 6 月 19 日(金)、20 日(土) 

■会場 舌切雀のお宿 磯部ガーデン 

（開会式・全体会議・本プログラム会場・閉会式・大懇親会・交流会 会場） 

〒379-0127 群馬県安中市磯部 1-12-5 

https://www.isobesuzume.co.jp/ 

■宿泊 舌切雀のお宿 磯部ガーデン 

■交通 上越新幹線 JR 高崎駅→JR 磯部駅（徒歩 5 分） 

北陸新幹線 JR 安中榛名駅（タクシー20 分） 

    上信越自動車道 松井田妙義 IC（R18 で 10 分） 

※駐車場は磯部ガーデン用でしたら無料となります。 

 

【大会参加費】 

■各建築士会会員 

・昼食お弁当代(19 日) １，５００ 円/人   ※希望者のみ 

・大会登録費（19 日） ５，０００円／人 

・宿泊有・大懇親会参加費（19 日） １５，０００円／人 

※４名以上同部屋の場合の価格となり、１～３人部屋の場合は追加料金となります。 

・宿泊無・大懇親会参加費（19 日） １２，０００円／人 

・交流会参加費  （19 日） ４，０００円／人  ※希望者のみ 大懇親会後 22 時～ 

 

・エクスカーションⅠ 磯部せんべいサクサクウォーク（20 日）1,100 円/人 1 時間程度  

企画：hitoritoiro.cafe（ヒトリトイロ）当日集金、当日現地支払 

 

・エクスカーションⅡ 碓氷峠廃線ウォーク(20 日) 昼食付 6,600 円/人 時間：09:30～14:00 

服装：長袖、長ズボンをお持ちください。 

企画：安中市観光機構 

通常開催時期ではありませんが、特別に開催していただく企画です。https://haisen-walk.com/ 

 

https://www.isobesuzume.co.jp/
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磯部ガーデンについて 

当館は代々土地の庄屋を務める家でございまして、旅館業を営む前からも、都会の俗塵を避けて磯部

に清遊に訪れる多くの文人墨客の諸氏をお泊めし、ご静養いただいてまいりました。 

ご滞在中に所望して書いていただいた書画が当館には多く残されており、その一部はロビーに展示し

てお客様にご覧いただいております。 

 

そんなことからでしょうか、あるいはこの磯部の里がうしろに険阻な妙義の山々、前に清冽な碓氷川

が流れ、竹薮に囲まれた静かな村だったからでしょうか。 

この磯部温泉には舌切雀の伝説が伝わっております。そして誰言うともなく当館のことを「舌切雀の

お宿」と言い習わしてまいりました。 それを示すように、当館の敷地内には舌切雀神社が祭られてお

り、はさみ・つづら・舌切雀絵巻などゆかりの品々が残っております。 
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■各案内 QR コード読み取り or ◆～をクリック 

 

◆ぐんま大会ホームページ   ◆宿泊先 磯部ガーデンホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆磯部ガーデン Google マップ  ◆最寄り駅 信越線 磯部駅 

 

  

https://dqs.jp/wp29/
https://www.isobesuzume.co.jp/
https://maps.app.goo.gl/c4E9qCjDQ1ykt2PU6
https://maps.app.goo.gl/b4rBtmWxZxBiS9m28
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【大会テーマ】       建築の芽を育んべぇ  

【開催趣旨】 

平成 27 年に開催された関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会群馬大会では、「建築の種

をまこう」をテーマに掲げ、青年建築士一人ひとりの活動が、やがて建築の未来につながる“種まき”で

あると考え、建築士会活動の活性化を目的として実施されました。  

それから年月が経ち、当時まかれた多くの種は、各地で芽を出し、少しずつ成長してきました。  

各都県において継続して取り組まれてきた活動や、その時々の課題に応じて生まれた新たな試みは、

今や「芽」の段階を越え、確かな実践として根付きはじめています。  

そうした青年建築士による活動を改めて公にし、同世代である青年建築士の視点からその価値を共

有し、称える場とします。  

活動の成果だけでなく、そこに至るまでの想いや工夫、継続する中で得られた気づきに目を向ける

ことで、活動実践者のさらなる意欲向上を図るとともに、報告を聞く参加者自身が、これからの建築

士活動を考えるきっかけとなることを目指します。  

「建築の芽」を、次の世代へとつなげていくために、青年建築士一人ひとりの活動を見つめ直し、

次の成長へ踏み出す場となることを期待します。 

 

【大会ロゴ及びデザインコンセプト】 

     

 

“右肩上がりに紡がれ、たなびく織物”と“鶴の方翼”をシンボライズしました。 

「絹の国」と称され、蚕から生み出される絹から織物を生産し続けてきた群馬県。これまでの、そ

してこれからも続いていく織物業界を陰で支えてきたのは“建築”であることは間違いありません。 

また群馬県のシルエットでもある“鶴”の羽を想起させるディテール。 

その羽は片翼のみを表現し、「片翼だけでは羽ばたけない、羽ばたくには両翼の存在が必要である」

という意味を込め、見えていないもう一方の片翼を建築が担っているというデザインです。 

そして、全国大会も同年度に群馬にて行われるため、全国大会とのつながりを表現するために、デ

ザイン感を統一し、カラーを全国大会と反転したものを採用することで、大会イメージの繋がりを表

現しています。 

 

コンセプト           全国大会ロゴ      関東甲信越ブロック会ロゴ 
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【スケジュール】 

前日 6 月 18 日(木) 

13:00～17:00  会場設営準備 及び 関ブロ青年建築士協議会理事会 

18:00～20:00  大会関係者前夜祭 会場：磯部簗 

 

 

当日  6 月 19 日(金) 

会場：磯部ガーデン  

09:00～12:00  大会参加者受付      （本館 1F ロビー） 

12:00～12:40  開会式 ・全体会議    （コンベンションホール「平安」） 

12:55～14:25  第一分科会Ⅰ     （コンベンションホール「平安」） 

14:45～16:15 第一分科会Ⅱ        （コンベンションホール「竹」312） 

  第二分科会Ⅰ     （中宴会場「竹」313） 

  第二分科会Ⅱ        （コンベンションホール「梅」301,302） 

  第三分科会Ⅰ       （コンベンションホール「平安」204・205） 

16:30～18:30  温泉タイム ※温泉は 25 時までは入れます。 

18:30～  閉会式・大懇親会会場 入場開始（コンベンションホール「桜」） 

19:00～19:45 閉会式      （コンベンションホール「桜」） 

       ※大懇親会にご参加されない方は閉会式へのご参加ができませんのでご注意ください。 

19:45～21:45 大懇親会     （コンベンションホール「桜」） 

22:00～24:00 交流会      （スナックシャトル） 

 

 

翌日 6 月 20 日(土) 

07:30～8:30  関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 新旧理事会 

09:00～12:00  エクスカーション① 磯部せんべいサクサクウォーク     

09:30～14:00  エクスカーション② 碓氷峠廃線ウォーク                  
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【大会内容】  

≪前日（18 日）≫  

■理事会 磯部ガーデン１階バラの間 

 

 ≪当日（19 日）≫  

 

■開会式 全体会議 コンベンションホール「平安」  

 

■第一分科会Ⅰ コンベンションホール「平安」 

 各都県代表による地域実践活動の発表  

・発表者はステージに登壇し、パワーポイント等を使用した発表を行う。  

・発表時間は 7 分間とする。  

・最優秀賞、優秀賞、会場賞などの審査、表彰を行う。  

・プレゼンテーションについては(基準１)～(基準３)について評価する。  

（基準１）地域実践活動を通じ、建築士として各地域に貢献できているか？  

（基準２）将来の建築士を目指す若者を巻き込み、または彼らの関心を引く活動であるか？  

（基準３）自都県の建築士会に持ち帰り広めたいか？ 

※詳細は第一分科会実施要項に記載。 

  

■第一分科会Ⅱ コンベンションホール「竹」312 

・第一分科会Ⅱ（質疑会）は、会場を移動し、１室で展示会方式と致します。 

・質疑会を行う展示場所（ブース）を各都県に 1 か所ずつ配置し、地域実践活動報告会で発表した内

容を補足するための展示パネルをご用意して頂きます。（Ａ１サイズ×2 枚まで）  

・質疑内容については、第一分科会Ⅰの投票の際に、Google フォーム内に質疑内容を記入する欄をご

用意しますので、そちらに事前にご記入をお願い致します。  

・質疑回答および意見交換の時間は、第一分科会Ⅱの持ち時間（90 分）内に、各都県に 5 分ずつ割り

当てさせて頂きます。順番は、第一分科会Ⅰの発表順と致します。  

・割り当て時間内に回答出来なかった場合、全都県を対象に最終質疑会の時間を 20 分ご用意致します

ので、その時間に対象ブースまでお越しください。 

・各展示場所には、展示内容に加えて、 

〇第一分科会Ⅰの発表者  〇活動内容について補足説明のための発表者サポーター 

の２名を配置して頂きます。 

※各担当者の方は、質疑・意見交換の時間には必ず担当ブースに居るようにお願い致します。 

※詳細は第一分科会Ⅱ実施要項に記載 

 

■第二分科会Ⅰ コンベンションホール「竹」313 

・身近な設計事例を通して、 将来の糧や発見の「芽をみつける」  
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参加型パネルディスカッション 

将来の糧となる「芽をみつける」べく、この場所で行うからこそのテーマを皮切りに、パネリスト

の設計事例を交えて、聴衆参加 型でディスカッションを多岐にわたらせる。 

ディスカッションを通して、生の情報を交換し、人脈を繋げて、建築士会の魅力や価値など様々な

芽をみつける。 

■第二分科会Ⅱ 中宴会場「梅」301,302 

お茶を淹れる音と時間を楽しむ 文化の発信 五感で愉しむ進化した日本茶 

伝統的な日本茶とは異なる進化を楽しむことで、【芽をみつける】ことの一助にしたい。 

温泉タイム中もお茶に限りはありますが懇親の場としてお茶を楽しめるように計画しています。 

※詳細は第二分科会 実施要項に記載 

 

■第三分科会Ⅰ 

・様々な事を知見し経験することで、関ブロ大会って『楽しい！』『仲間がたくさんいる！』という初

心の思いを参加者全員と共有して頂くため、グループディスカッションを行います。 

・初見の仲間たちと自分自身の意外な共通点が幾つあったか・住んでいる場所が違うというだけの仲

間同士で同じ共通点を持った人や建築とかけ離れたニッチな共通点を持った人とのさらなる深いつな

がりを感じ、関ブロ大会って『楽しい！』『仲間がたくさんいる！』を実感していただき、共通点の数

や共通人数による配点で最終集計を順位発表します。※参加者同士の懇親を第一としています。 

順位に応じ、ささやかな景品を参会者にご用意しておりますので、奮ってご参加ください。 

※詳細は第三分科会 実施要項に記載 

 

■閉会式・結果発表 大懇親会 コンベンションホール「桜」 

・全体会議閉会式と結果発表は大懇親会場と同会場で行います。 

・今回は大懇親会前に磯部温泉と堪能していただき、日ごろの疲れを癒していただくことも一つの目

的となっております。また、大懇親会の時には普段では各都県カラーポロシャツ着用していた所を、

みんな同じ浴衣の着用にご協力ください。関東甲信越建築士会ブロック会が一つになりこれからは都

県別ではなく、関東一枚岩となり一致団結できる関係性を築きたいです。 

 

■交流会 / 関ブロ交流会 は磯部ガーデン１階（スナックシャトル等）にて行います。 

 

≪翌日（20 日）≫  

■理事会 磯部ガーデン１階バラの間 

 

■エクスカーションⅠ・Ⅱ 

Ⅰ・磯部せんべいサクサクウォーク 

※hitoritoiro.cafe（ヒトリトイロ） 

Ⅱ・碓氷峠廃線ウォーク 

※安中市観光機構 
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■会場見取図１階～４階 
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【イベントにおける事故・物損に関する留意事項および免責事項】  

 

大会へのご参加に際し、以下の事項をご確認の上、ご了承いただきますようよろしくお願い申し上げ

ます。  

 

1. 事故・怪我について  

• 会場内での事故や怪我については、主催者および関係者は一切の責任を負いかねます。  

• 安全確保のため、各会場のスタッフの指示に従い行動してください。  

• 必要に応じて、ご自身で保険（傷害保険等）への加入をご検討ください。  

• 万が一、事故や怪我が発生した場合は、速やかに本部スタッフへご報告ください。   

 

2. 物損・盗難について 

 • 会場内での盗難・紛失・破損について、主催者および関係者は責任を負いません。 

 • 貴重品はご自身の責任で管理してください。 

 • 施設や備品を破損した場合は、修理費等をご負担いただく場合がございます。  

 

3. 免責事項 

 • 天災、交通機関の遅延、不可抗力によるイベントの中止や変更について、主催者は責任を負 

いません。 

 • イベントの内容やスケジュールは、やむを得ない事情により変更される場合があります。 

 • 本イベントに関連して発生したいかなる損害についても、主催者および関係者は責任を負い 

かねます。  

 

大会へのご参加申込をもって、上記の内容にご同意いただいたものとみなします。 ご理解とご協力の

ほど、よろしくお願いいたします。 
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【各種手続き・ご案内について】  

 

■大会参加者名簿の提出について  

各都県の記入責任者が 4 月 24 日(金)必着で、電子メールにて名簿ファイル（エクセル形式）を送信願

います。  

【提出先メールアドレス】  

群馬建築士会事務局 武井 宛  

E-Mail：lee06153@nifty.com 

 

■大会参加費について  

大会参加費は、各都県の大会参加費取扱い責任者にメールにてご連絡いたします。 

請求書が届きましたら、指定の口座にお振込みをお願いいたします。 

請求書は、6 月上旬に発送させていただきます。  

【キャンセル料】（大会参加費５，０００円は返金できません） 

6 月 8 日以降の場合：100%いただきます。  

 

■宿泊について 

都県別にまとめて部屋を割り振ります。（割り振りはホテルに一任します） 

各都県の記入責任者が 4 月 24 日(金)必着で、電子メールにて名簿ファイル（エクセル形式）を送信願

います。 

 

■手荷物預かり方法について(参加者に周知願います) 

チェックイン時までは 1 階スナックシャトルにてお預かりします。(施錠管理いたします。) 

貴重品はお預かりできませんので、必ず自己保管願います。 

 

■ホテルのチェックイン等について(参加者に周知願います) 

6 月 18 日 理事会及び分科会準備終了後、各都県理事にルームキーをお渡しいたします。 

6 月 19 日 後半各分科会終了後、各都県理事にルームキーをお渡しいたします。 

(前泊理事等、部屋や宿泊先が移動になる場合がありますので了承願います) 

ルームキーをチェックアウト時に 1F フロントまで返却してください 

※電話・冷蔵庫料金・追加料理等は各自、精算お支払いください。 

 

■駐車場について 

ホテル専用の駐車場がございます、案内スタッフに従い駐車してください。 

貴重品は車内に置かないようにお願いします。 

 

 

 

mailto:lee06153@nifty.com
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■その他提出物について  

ぐんま大会では、各種提出物いただきますデータの保管と〆切の厳格管理、円滑な大会準備を 目的に

当方で用意しました Google ドライブへの提出を基本とします。  

 

※大会申込リストと地域実践活動報告会プレゼンデータは除く  

 

次頁にあります「ぐんま大会提出物一覧」をよくご確認いただきまして指定フォルダへ格納をお願い

します。  

他都県の提出物をダウンロードする、編集することはおやめください。不自然な履歴が確認された場

合には、当該アカウントをアクセス不可にしますのでご注意ください。 

【提出物について】  

項目 期日 提出形式 提出先 

01 ぐんま大会申込リスト 4/24㈮ 指定形式 Excel メールで提出 

群馬県建築士会事務局 

lee06153@nifty.com 

02 発表者・審査員等名簿 4/17㈮ 指定形式 Excel ドライブ 02 

03 地域実践活動報告会発表要旨集データ※1 4/24㈮ 指定形式 Word 及び 

PDF 化したもの 

ドライブ 03 

04 地域実践活動報告会発表プレゼンデータ 6/6㈯ PowerPoint 等 ※2 別途個別案内 

05 地域実践活動報告シート※1 4/24㈮ 指定形式 Excel 及び  

PDF 化したもの 

ドライブ 05 

06 山梨大会案内 4/24㈮ 指定形式 Word 及び 

PDF 化したもの

(A4、1 枚) 

ドライブ 06 

07 質疑応答書(任意)  4/17㈮ 指定形式 Excel ドライブ 07 

08 第一分科会Ⅱ展示パネルデーター 5/22㈮ 指定形式 PDF 化し

たもの(A1、2 枚ま

で) 

ドライブ 08 

‧各種提出物の命名規則「項目名_日付_各都道府県名」としてください。  

（例）「01 ぐんま大会申込リスト_0318_群馬」 「05 地域実践活動報告シート_0318_群馬」  

‧各種データについて、Google ドライブにアップロードできない場合は、適切なストレージサービス

等を利用したうえで、群馬県建築士会事務局へ連絡してください。  

‧「04 地域実践活動報告会発表プレゼンデータ」のアップロードについては、関ブロ青年協理事を通じ

て発表者に個別案内します。  

※1 要旨集用のデータに関してはいただいた PDF がそのまま掲載されます。    

誤字や改行のミスなどの修正はしませんので必ず自県でご確認してからご提出ください。  

※2 地域実践活動報告会細則を必ず確認してください。 

mailto:lee06153@nifty.com
https://drive.google.com/drive/folders/1A5cuOThfbq32gnoiNLV3Xcsg5N-_3_07?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1vMITsIyaxCCvlgwokIomlmqIi-sAp0Xl?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1_g81WTsH9mu-zQ8d42sMRs_7gY0n2h3C?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/17pYrZr9k-P25O0OJrr9xer7I_GkjOkFk?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1B3yXR393-7o7d9tiZlIiq867bVyXD_Us?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1qRjgX4r6N-TTZ-h3BhA1dc9H0e-EDd5b?usp=drive_link
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令和 8 年度 関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会 ぐんま大会 

第一分科会Ⅰ 地域実践活動報告会 実施要項 

1. 趣旨 

平成 27 年に開催された関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会群馬大会では、「建築の

種をまこう」をテーマに掲げ、青年建築士一人ひとりの活動が、やがて建築の未来につながる“種ま

き”であると考え、建築士会活動の活性化を目的として実施されました。 

それから年月が経ち、当時まかれた多くの種は、各地で芽を出し、少しずつ成長してきました。 

各都県において継続して取り組まれてきた活動や、その時々の課題に応じて生まれた新たな試みは、

今や「芽」の段階を越え、確かな実践として根付きはじめています。 

本分科会では、そうした青年建築士による活動を改めて公にし、同世代である青年建築士の視点

からその価値を共有し、称える場とします。 

活動の成果だけでなく、そこに至るまでの想いや工夫、継続する中で得られた気づきに目を向け

ることで、活動実践者のさらなる意欲向上を図るとともに、報告を聞く参加者自身が、これからの

建築士活動を考えるきっかけとなることを目指します。 

「建築の芽」を、次の世代へとつなげていくために、本分科会では青年建築士一人ひとりの活動

を見つめ直し、次の成長へ踏み出す場となることを期待します。 

 

2. 発表内容 

〇大会趣旨に基づき、各都県での活動を発表すること。 

〇今年度（前回大会以降）に実施した活動であること。 

（前年度以前より継続的に実施している活動も含む） 

〇プレゼンテーションにて発表する内容は原則として、１件とする。 

〇プレゼンテーションで発表するデータは PowerPoint 等データ形式とする。 

 

3. 審査基準 

○プレゼン評価及び大会趣旨に基づき３項目について採点する。 

〇プレゼンテーションについては(１)～(３)について評価する。 

（基準１）地域実践活動を通じ、建築士として各地域に貢献できているか？ 

（基準２）将来の建築士を目指す若者を巻き込み、または彼らの関心を引く活動であるか？ 

（基準３）自都県の建築士会に持ち帰り広めたいか？ 

 

 

4. 採点方式 

（（最優秀賞、優秀賞、会場賞）） 

〇審査員は各都県２名ずつの合計２０人による投票により決定する。 

・（基準１）   ５点 

・（基準２）   ５点 

・（基準３）   ５点 
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〇１審査員は１5 点満点の持ち点とする。１５点ｘ１８名＝最大２７０点満点とする。 

（※自都県には投票できません） 

〇集計は採点用紙を使用とする。 

〇各賞が同点となった場合には、最優秀賞については会場票が多い都県を、 

 さらに同点の場合は審査員長（青年協理事、管理・推進部会長）により決定する。 

（（会場賞）） 

〇審査員を除く、全ての参加者の投票により決定する。 

〇プレゼンについて評価を行う。 

〇最も審査基準に合致していると思う上位２都県へ各１点を投票する。（自都県への投票も可） 

○各得点１位の都県を会場賞とする。 

〇集計は Google フォームを使用とする。 

○会場賞において同点が生じた場合は、該当する対象者全員を受賞者とします。 

○会場賞は最優秀賞、優秀賞も選考の対象とします。 

 

5. 表彰 

〇最優秀賞     １都県（総合評価の第１位） 

〇優秀賞      ２都県（総合評価の第２，３位） 

〇会場賞      １都県（会場評価の第１位） 

〇参加賞       ７都県（最優秀賞、優秀賞を除く） 

 

6. プレゼンテーションの発表時間の開始と終了 

〇各都県の発表時間は７分とする。 

〇司会者の「それでは発表を始めてください」後の鐘 1 回の合図で開始する。 

〇終了 1 分前に鐘 1 回、終了時に鐘 2 回を鳴らす。 

〇15 秒以上の超過により 50 点減点（審査員の合計点より減点）とする。 

○30 秒以上の超過により強制終了のうえ失格（プレゼン評価の得点を与えない）とする。 

○トラブル等があった場合は審査員長の判断とする。 

 

7. 発表者に対する質疑会 

〇質疑会は第一分科会Ⅱにて行うものとする。 

○第一分科会Ⅰにて審査を行った者は、第一分科会Ⅱに参加する。 
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第一分科会Ⅱ 実施要項 

1. 趣旨 

第一分科会Ⅰ（地域実践活動報告会）で発表した各都県の発表を踏まえて、参加者が所属する地

元の建築士会に持ち帰り、今後の活動の参考とし、地域へのさらなる貢献や自己研鑽に努めること

を目的として、意見交換をする場を設けます。地域の特色が表れた各都県の発表について、意見交

換することで、各都県の活動についてより深く知る機会とします。 

 

2. 概要 

◆質疑会について 

① 質疑会は、会場を移動し、展示会方式と致します。 

② 質疑会を行う展示場所（ブース）を各都県に 1 か所ずつ配置し、地域実践活動報告会で発表し

た内容を補足するための展示パネルをご用意して頂きます。（Ａ１サイズ×２枚まで） 

③ 質疑内容については、第一分科会Ⅰの投票の際に、Google フォーム内に質疑内容を記入する欄

をご用意してありますので、そちらに事前にご記入をお願い致します。 

④ 質疑回答および意見交換の時間は、第一分科会Ⅱの時間（90 分）内に、各都県に５分ずつ割り

当てさせて頂きます。順番は、第一分科会Ⅰの発表順と致します。 

⑤ 割り当て時間内に回答出来なかった場合、全都県を対象に最終質疑会の時間を 20 分ご用意致し

ますので、その時間に対象ブースまでお越しください。 

⑥ 各展示場所には、展示内容に加えて、 

・第一分科会Ⅰの発表者  ・活動内容について補足説明のための発表者サポーター 

の２名を配置して頂きます。各担当者の方は、質疑・意見交換の時間には必ず担当ブースに居

るようにお願い致します。 

◆参加者 

① 第一分科会Ⅰ（地域実践活動報告会）での発表者。 

② 発表者サポーター･･･各都県より１名選出をお願い致します。 

③ 第一分科会Ⅰにおいて、質疑を投稿した方。 

【上記に該当する方々は、各都県の意見交換会の時間に、ブースまでお越しください】 

※その他、各ブースの展示内容の観覧は自由となります。 

 

3. 進行表 

① 開催時間 14 時 45 分～16 時 15 分（90 分間） 

② 意見交換会の順番 

概要説明（２分）⇒①山梨（５分）⇒準備時間（２分）⇒②神奈川（５分）⇒準備時間（２分） 

⇒③栃木（５分）⇒準備時間（２分）⇒④埼玉（５分）⇒準備時間（２分）⇒⑤茨城（５分） 

⇒準備時間（２分）⇒⑥長野（５分）⇒準備時間（２分）⇒⑦新潟（５分）⇒準備時間（２分） 

⇒⑧千葉（５分）⇒準備時間（２分）⇒⑨東京（５分）⇒準備時間（２分）⇒⑩群馬（５分） 

⇒最終質疑会（全都県・２０分）⇒意見交換会終了 

（※第１発表者の山梨の方は、第一分科会Ⅱの開始 5 分前に、ブースまでお越しください） 
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③ 各都県の持ち時間５分については、会場内に進行役スタッフを配置し、進行・時間計測を行い

ます。 

④ 進行役より「それでは、○○建築士会の質疑会を始めます」とアナウンスします。その後、ベ

ルを一度鳴らすので、そこから質疑会を開始してください。 

⑤ 終了１分前となった時点で、ベルを一度鳴らすので、その時点の質疑・意見を最終としてくだ

さい。 

⑥ 最後に、各発表者より参加のお礼と、今後の活動への意欲・展望を簡潔にお話しいただき、そ

のブースの意見交換会を終了してください。 

 

4. ブースの配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 意見交換会の持ち時間以外にも、展示内容を見た上で質疑等に応えられるよう、各ブースに人

員の配置をお願い致します。 

② 展示ブースの準備につきましては、受付時間（9:00～12:00）の間にお願い致します。 

③ 展示パネル（Ａ１サイズ×２枚まで）につきましては、原稿データにてお送りください。実行

委員会にて、プリントアウトした上で、パネルに貼付してご用意致します。 

④ 展示パネルは、壁に直接立て掛けは出来ません。展示用のパーテーションをご用意致しますの

で、そちらに設置をお願い致します。 

パネルおよびパーテーション、パネルの設置に関する備品等は、実行委員会にてご用意致しますが、

その他に必要となる備品が見込まれるようでしたら、各自ご用意をお願い致します。 

   

①山梨 

②神奈川 

③栃木 ④埼玉 

⑤茨城 ⑥長野 

⑦新潟 

⑧千葉 

⑨東京 

⑩
群
馬 

会
場
入
口 
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第二分科会：『 芽をみつけよう 』 

    

実施要綱 

  

  １.趣 旨   

  10 年前の群馬大会では「情報」という種をみつけ、糧にするという目的でした。この 10 年で「情

報」はますます収集しやすくなり、AI の発展もあり、情報が溢れた昨今では、フェイクを見抜き正

しく理解することが必要な状況です。 

多角的な視点で正しく「情報」を理解するということは、蒔かれた種から出てくる芽をみつける行為

ともいえます。様々な立場の人が集まる建築士会で、会員から発信される生の情報や討論を通して、

芽をみつけることで、青年建築士自らの建築士業務や建築士会活動の糧を得ることを目的にする。 

 

 

 

 

 

２.開催内容   

 第二分科会 Ⅰ 「講演形式」  

 身近な設計事例を通して、  【ゲスト：地元旅館経営者】 

 将来の糧や発見の「芽をみつける」 ・株式会社アクロバティックス 依田沙希 

 参加型パネルディスカッションの試み 【パネリスト：地元設計事務所主催】 

   ・株式会社 山本和之建築都市設計事務所 

山本和之 

   ・ポライトデザインオフィス 大橋洋介 

 
 

 【聴衆】 

   ・各々のモバイル端末でコメント 

   （リアルタイムでコメントを 

スクリーンに投影：QR コード読込） 

   
【ファシリテータ：  

群馬建築士会高崎支部青年部】 

    

    

 第二分科会 Ⅱ 「ローテーション形式」 【出店協力】 

 日本茶でひといき。  茶房 TOKI NE 

 ひらめきで「芽をみつけ

る」 
 ・Nihoncha Labo 堤音弥 
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【主旨】 

将来の糧となる「芽を見つける」ことを目的に、本会場ならではのテーマを起点として、パネリスト

の設計事例を交えながら、聴衆参加型の多角的なディスカッションを展開する。議論を通じて生の情

報を共有し、人脈を広げることで、建築士会の魅力や価値など、さまざまな「芽」を見出していく。 

〇ディスカッションの記録を、録音して生成ＡＩで分科会の終わりに要点、成果を発表します。 

 

【主題：磯部温泉 （ 副題１：正しい情報の周知、副題２：情報リテラシーの向上） 

 磯部温泉は江戸・明治から続く歴史ある温泉地であり、近年はバブルやコロナ禍を乗り越え、活性

化の取り組みが進められている。本ディスカッションでは、この温泉街をどのように更新し、持続的

な発展につなげていくかを考える。 群馬県で活躍する建築士をパネリストに、地域で活性化事業を

担う経営者をゲストに迎え、「情報」をキーワードに、建築士が建物・街・人へどのように関われるか

を議論する。 近年は情報取得や人脈形成が容易になる一方で、建築士会の価値が十分に伝わらず、

会員減少が進んでいる。対面だからこそ得られる生の情報や、深くつながる人脈の意義は理解されつ

つも、実感が薄いのが現状である。 本ディスカッションを通じて、ここでしか得られない情報と人

脈の価値を再認識し、その魅力を正しく伝える方法を模索する。 

 

ゲスト（依田沙希） 

 

 

 

 

 

 

パネリスト(山本) 

伊香保ハウス 166(第 12 回再築大賞 理事長賞、ForGoodAWARD2024 地域活性化部門賞) 

 

 

 

 

 

 

 

パネリスト（大橋） 

HOUSE/O＃3(GOOD DESIGN AWARD 2023)、HOUSE/O#4 

 

 

 

 

 

大手プラットフォーマーでの経験と地元・群馬での実践を融合した、地方

創生・観光 DX のスペシャリスト。リクルートで「じゃらん net」、楽天で

「楽天トラベル」の企画・運営に携わり、観光マーケティングの最前線で

実績を重ねる。現在は安中市・磯部温泉でコンテナカフェや古民家旅館を

運営し、現場で得たノウハウをもとに、AI チャットボット「guAIdo」や補

助金支援などを通じて地域企業の成長を支援している。 

「IKAHO HOUSE 166」は、伊香保温泉石段街中腹

にあった旧市川旅館（築 100 年超）を活用し、複合

施設として再生したものです。365 段のうち 166 段

目に位置し、人々が憩うセンターハウスとしての役

割を担います。館内では、群馬の食や工芸、体験コ

ンテンツを楽しめ、建物の風情や窓からの景色とと

もに、石段街での滞在をより豊かにします。 

北から南に細く長い、決して恵まれた環境とは言えない敷

地。その敷地の形状をなぞるように伸び、分断し、それぞれ

を低い屋根で繋げながら建つ。雨や雪は受け止めることな

く、両サイドを走る水路に受け流し委ねる姿勢。敷地入口か

ら順にパブリック-セミプライベート-プライベートと奥に向

かって閉じていく。 
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【主旨】 

お茶を淹れる音と時間を楽しむ 文化の発信 

五感で愉しむ進化した日本茶 

 

茶道は、16 世紀の安土桃山時代に千利休によって大成された、日本を代表する伝統文化です。「和敬

清寂（わけいせいじゃく）」の精神を重んじ、五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）のすべてを使っ

て楽しむ「総合芸術」とも言われています。 

視覚は、 茶室のしつらえ（掛け軸や季節の花）、茶道具の造形美、亭主（ホスト）の無駄のない所

作、そして季節を映した和菓子の色彩を。 聴覚は、釜の湯が沸く「松風（しょうふう）」と呼ばれる

音、茶杓が茶碗に当たる音、お茶を点てる時の茶筅（ちゃせん）の音など、静寂の中の繊細な響きに

耳を傾けます。 嗅覚は、茶室に漂うお香の香り、畳（い草）の匂い、そして点てたばかりの抹茶の

芳醇な香りを感じ取ります。味覚は、 季節の素材を活かした和菓子の甘みと、その後にいただく抹茶

のほろ苦さの調和を味わいます。触覚では、茶碗の土の質感や温もり、茶道具の滑らかな手触り、さ

らには歩く際の畳の感触などを肌で感じます。 

伝統的な日本茶とは異なる進化を楽しむことで、【芽をみつける】ことの一助にしたい。 

  

 

 

【茶房 TOKINE から進化した日本茶と菓子を振る舞い】 
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第三分科会 

『建築の輪を育くんべぇ』 

－ みんな仲間で！ みんな一緒！ －  

実施要項 

 

 

１． 趣旨 

 皆様は『関東甲信越建築士会ブロック青年建築士協議会』＝通称【関ブロ大会】について、 

何をするところ？参加して何があるの？という疑問を持ったことが一度はありませんか？ 

関ブロ大会は、関東甲信越建築士会ブロック会青年建築士協議会が主体となり、関東甲信越ブロッ

クに所属する「群馬・山梨・神奈川・栃木・埼玉・茨城・長野・新潟・千葉・東京」一都九県の建

築士が一堂に会し、それぞれが各地域でどのような活動をしているのかを発表・共有することで、

お互いの知恵と経験を『聞き・見て・知り・体験し・語らい・吸収する』ことで、自己研鑽と内容

を自都県に持ち帰ることで、己のみならず所属支部を含め身近にいる建築士や建築士会を知らない

方とより良い世の中を作りたいという思いが込められています。 

 第三分科会では、様々な事を知見し経験することで、関ブロ大会って『楽しい！』『仲間がたくさ

んいる！』という初心の思いを参加者全員と共有して頂くため、グループディスカッションを行い

ます。建築士会に所属してはいても、【関ブロ大会参加がまだ数回で、参加しても誰と話していいの

かわからない。一都九県という関東甲信越の広域に所属する建築士たちはどのような活動をしてい

るのかもっと詳しく聞いてみたい。参加しても知らない人ばかりで誰と話せばいいか分からない

し、そもそもどこに行けばいいのかわからない。自分は青年層ではないからもう参加しなくてもい

い。すでに自身のネットワークが構築されているからもう広げなくてもいい。】そのような方々に参

加していただき、年齢問わず様々な仲間がいることを再認識し、どこにでも・誰にでも相談できる

有意義な集まりであることを実感してください。 

 

２． 開催概要 

 日時：令和８年６月１９日 （金）１４：４５～１６：１５ 

 会場：２階 コンベンションホール「平安」 ２０４・２０５号室 

 形式：参加者主体による参加型グループディスカッション 

 

３． 参加者 

① 関ブロ大会参加経験のある先輩建築士の方々が、〝関ブロ大会は楽しい！様々なネットワーク

につながる！〟など関ブロ大会の楽しさを教えてあげたい自都県の会員さんを推薦し、皆様で

参加して下さい。 

参加者は参加者名簿に、大会申し込みと合わせて申請をお願いします。 

② 当日参加枠も若干名募集します。事前申込者以外の当日参加の方は、14時 35分までに会場に

ご入場し、場内スタッフにお声掛けください。 
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４． タイムスケジュール 

時間 
所要時間 

（目安） 
内容 備考 

14：45 5分 司会挨拶・要綱説明  

14：50 40分 ヒアリング 

他己紹介 

 

15：30 35分 ディスカッション  

16：05 10分 発表  

16：15  退場  

 

５． 内容 

➢ 司会挨拶・要項説明 

・参加して頂く方々には当日お伝えする指定のテーブルについていただきます。 

４名～６名で１テーブルとしたグループに分かれて頂き、そのメンバーでディスカッションを

行ってください。詳細については司会挨拶の後、ディスカッションの要綱説明を実施します。 

 

➢ ヒアリング 

・他己紹介シートを活用して隣にいる仲間の〝人となり〟を聞き、シートに記入。 

・シートがあるので話すことが思いつかなくても、シートを埋めていけばおのずと隣にいる 

仲間を知れます。 

 

➢ 他己紹介 

・自己紹介では無く他己紹介！ヒアリングした仲間の〝人となり〟を紹介。 

・グループ内の仲間に隣の仲間はどのような方なのか他己紹介。紹介される方も自分自身では

気づかなかった一面に驚嘆するかも！？ 

 

➢ ディスカッション 

・グループ内全員の〝人となり〟を知れたところで、建築士ならではの共通点・建築をかけ

離れた共通点など様々な共通点を模索し、同じ共通点がいくつあるか・何人いたかをチェック

シートにメモしてください。発表前には、グループ内で見返して意外な共通点を振り返り、集

計してください。 

 

➢ 発表 

・初見の仲間たちと自分自身の意外な共通点が幾つあったか・住んでいる場所が違うというだ

けの仲間同士で同じ共通点を持った人や建築とかけ離れたニッチな共通点を持った人とのさら

なる深いつながりを感じ、関ブロ大会って『楽しい！』『仲間がたくさんいる！』を実感。 

・共通点の数や共通人数による配点で最終集計を順位発表しますが、参加者同士の懇親を

第一としています。 

・順位に応じ、ささやかな景品を参会者にご用意しておりますので、奮ってご参加くださ

い。 
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エクスカーションⅠ 

磯部せんべいサクサクウォーク 

◼ スケジュール 

10:00  体験型プログラム説明（ホテル磯部ガーデン） 

10:15  スタート（1 店舗目まではガイドツアーあり） 

10:20  名月堂（1 店舗目） 

10:30  自由散策（2～5 店舗目） 

       ※ hitoritoiro.work+cafe でお菓子のゆもと・金誠堂の 2 店舗分をお渡し 

       ※ 時間がある方はリノベーション店舗見学も可能 

11:00  ゴール（6 店舗目） 

 

◼ 参加費： 1,100 円 

※ 当日のスタート地点で費用回収（領収書もご用意）  

※ 怪我等が発生した場合の保険料込み  

 

◼ 最小参加人数：20 人 

※前日までに参加者数リスト（名前のみ）を確定・当日飛び込み参加あり 

 

群馬大会を記念した特別コースをご用意  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エクスカーションⅡ  
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碓氷峠廃線ウォーク 

◼ スケジュール 

9:30  横川駅→遊歩道アプトの道 

10:40  峠の湯にてトイレ休憩 

11:00  普段は立ち入り禁止の信越本線新線下り線へ→約 2km ほど歩いて峠の湯へ戻る 

12:10  昼食（御案内ここまで）→横川駅まで自由散策 

14:00  横川駅着 

◼ 参加費： 6600 円  

◼ 服 装：長袖・長ズボンをお持ちください。 

◼ 参加人数：40 人 

 

通常開催時期ではありませんが、特別に開催していただく企画です。https://haisen-walk.com/ 
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